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@音量機数 日9，5501量筈〈十1，締1) (内は弱年上主

@市役所*IT 郡白1111 .つ〈し野党員時 84 鵠制
@湖北支持暗 部 -2111 .湖北潟支持母 路一槌28
@布佐寛韓首綿一2358 ..水道量審 制…011l
@中央公民感鍛ω0515 ..老人議径七ンター朗-0123
.iIi託金量喜 劇 -3311(代) .治信事事 制 ω0119

1A轍

市民会館

件
。
怒
っ

1
商
都

i
企
効

N
U
窓
側

{

公

除

見
d

m
慨

M

F
h
d

徴
的

隠
市
側
制

辺

樹

新

日

待

榔
第
せ

こ
れ
は
地
域
的
漁
緩
め
た
め
に
、
品

分
野
で
泌
総
し
、
す
ぐ
れ
た
威
果
を
あ

げ
て
い
る
人
た
ち
に
贈
ら
れ
た
も
の
で

す倫
付
越
議
長
は
、
議
自
性
と
し
て
八
綴
波

紋
在
噛
L
、
現
在
一
一
泌
総
内
淡
絞
め
繋

鞍
に
つ
い
て
お
り
ま
す
ρ

二
れ
ら
め
功
綴
に
よ
り
、
地
方
向
付
治

功
労
尚
北
党
銭
円
い
嫌
い
た
も
の
で
す
。
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これが畿菰予の台所です
恒国陸ιi長r¥1 堕開き沼
戸E亙石m27iz:勺了ム〉尋¥ 「市のお金は、どこから入って何i二使われ

製¥ ているのだろうか?J 
苛 ¥ 皆dんの頴需にこたえて、市の合所を
私;]l.、

重 1しますのでご覧ください。

は)

11I意54247{

I( + 16%) 
211:輩i事375(-2%) 

24綴26500(一10%)
13懲694341(-24%) 

16穣05136(+ 

け人あたり〉

八
く市民税〉
30，355F守{十26%)
く協定焚E量殺〉
13，759内(+I %) 

市
民
の
皆
品
。
ん
へ

鯵
年
、
五
丹
と
十
一
主
的
一
一
曲
目
、
市
的
摂

政
枝
現
令
、
務
停
拭
拐
皆
さ
ん
に
お
知
ら
ゼ
し

て
い
ま
す
が
、
今
出
向
位
、
笈
十
四
年
輩
由
決

算
と
五
十
五
年
家
的
予
聾
執
行
校
現
を
お
昆

勺
せ
し
ま
す
@

開
哨
鞘
干
す
塁
塁
度
除
、
務
側
出
金
緩
や
新
木

小
学
校
タ
ど
の
建
設
事
葉
一
受
持
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
的
財
源
を
み
る
と
、
歳
入
箇

江
必
い
て
、
税
収
入
浴
定
÷
一
量
子
七
百
万

田
け
で
取
入
総
観
的
混
今
七
%
し
か
占
め
て
い

ま
せ
ん
a

し
た
が
っ
て
襲
。
ら
的
支
出
会
や
情
念
な

ど
に
か
わ
ゆ
り
依
存
せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
線
で

'νれι
円。
ま
た
‘
濃
密
ゆ
意
表
手
度
予
罫
由
執
行
設
涯
は
、

九
耳
蕊
今
日
議
寵
‘
線
入
で
間
十
理
%
、
象

出
で
Z

一
字
七
%
で
す
。

今
珪
も
、
豊
小
田
銭
費
で
畿
大
的
務
緩
効

果
を
尭
揮
し
、
市
民
サ
ー
ピ
ス
前
向
上
に
揖

め
て
ま
い
り
ま
す
@

部
年
度
の
市
税
の
持
訳

76 

去さ!まこ消費税 2綴れあ5(41%) 

t予算滋 ¥ 
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数

関
年
度
予
欝
の
審
議

議総
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241意26500(一10%)
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け人あたり〉

八
く市民税〉
30，355F守{十26%)
く協定焚E量殺〉
13，759内(+I %) 

市
民
の
皆
品
。
ん
へ

鯵
年
、
五
丹
と
十
一
主
的
一
一
曲
目
、
市
的
摂

政
枝
現
令
、
務
停
拭
拐
皆
さ
ん
に
お
知
ら
ゼ
し

て
い
ま
す
が
、
今
出
向
位
、
笈
十
四
年
輩
由
決

算
と
五
十
五
年
家
的
予
聾
執
行
校
現
を
お
昆

勺
せ
し
ま
す
@

開
哨
鞘
干
す
理
主
度
除
、
務
側
出
金
緩
や
新
木

小
学
栓
々
ど
由
建
設
省
'
軍
一
受
持
っ
て
委
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
的
財
源
を
み
る
と
、
歳
入
箇

江
必
い
て
、
税
収
入
浴
策
÷
一
量
子
七
百
万

田
け
で
取
入
総
観
的
混
今
七
%
し
か
占
め
て
い

ま
せ
ん
a

し
た
が
っ
て
襲
。
ら
的
支
出
会
や
情
念
な

ど
に
か
わ
ゆ
り
依
存
せ
ぎ
る
を
得
な
い
状
線
で

a
L
V
れ
九
。
ま
た
‘
濃
密
ゆ
意
表
手
度
予
罫
由
執
行
設
涯
は
、

九
耳
蕊
今
日
議
寵
‘
線
入
で
間
十
理
%
、
象

出
で
三
十
七
%
で
す
。

今
珪
も
、
豊
小
田
銭
費
で
畿
大
的
務
緩
効

果
を
尭
揮
し
、
市
民
サ
ー
ピ
ス
前
向
上
に
揖

め
て
ま
い
り
ま
す
@ル一国

7740千円
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の
市
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持
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火
事
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
懸
か
ら
絞
り
ま
す
。
冬
奇
越
線
慾
人
摘
す
ま
で
そ
の
場
企
絞
れ
な
廓
十
一
向
丹
二
十
七
日
火
災
的
発
生
を
未
然
に
時
間
ぐ
た
め
、

す
た
め
の
必
縁
結
聞
と
な
っ
た
綾
部
崎
務
具
も
、
縫
い
方
を
ま
ち
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
ま
た
緩
め
あ
移
動
タ
ン
ク
防
総
帥
路
上
立
入
検
議
後
例
に
よ
り
検
事
的
僕
滅
に
つ
と
め
て

が
え
た
号
、
火
の
元
を
し
ヲ
か
り
国
時
総
し
な
い
と
火
宙
惜
の
絞
る
時
は
ぜ
っ
た
い
た
き
究
を
L
奇

い

よ

〔

間

関

噛

嶋

中

ハ

惨

禍

棉

〉

い

ま

ナ

a

*
十
一
汗
二
十
七

nn
・
…
…
十
八
口

n

v

m
合
せ

僚
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど
を
使
い
始

-
幼
児
‘
紙
人
は
二
階
に
一
斑
綬
ψ
る
的
。
学
校
・
事
議
所
な
ど
の
消
防
職
採
に
・
殺
四
時
子
地
陵
情
初
審
借
入
問
!
の

め
る
鋳
は
必
ず
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

は

線

け

ま

し

ょ

う

@

よ

る

立

入

検

査

E

…
…
九
、
つ
く
し
齢
制
泌
総
所
官
八
開
閉
!

こ
の
火
災
予
仲
間
滋
臨
聞
は
、
火
災
が
多
〈
起
る
象
餓
と
な
り
、
-
一
人
ぐ
ら
し
的
老
人
に
は
隣
近
婦
で

G
念
倹
物
施
設
〈
称
動
タ
ン
ク
貯
臨
時
街
、
一
一
六
一
一
一
。

務
民
の
袋
容
ん
一
人
一
人
が
火
事
的
草
花
余
を
綾
城
識
し
よ
う
と
時
間
史
的
協
力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
綴
外
タ
ン
ク
貯
畿
一
期
)
立
入
検
事
咋
・
湖
北
地
区
湖
北
山
山
知
取
税
控
八
八
4
9

い

う

録

的

で

行

わ

れ

ま

す

。

。

験

場

町

防

大

脇

官

珊

栂

凸

避

難

談

絡

の

ん

架

線

蜘

情

報

ι

一
一
一
一
一
七

今
年
は
十
月
一
一
十
五
日
ま
で
で
、
市
此
開
運
動
燃
問
問
中
は
も
ち
ろ
ん
、
、
山
口
ん
・
夜
間
閥
的
お
け
る
綴
火
管
療
の
激
化
a
*
十
…
月
一
札
十
日
・
和
総
帥
制
限
布
佐
山
山
犠
所
岱
八
九
i

内
向
火
災
件
数
は
三
十
六
件
と
八
誌
に
か
ら
衣
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
i
ょ
う
6

6

捕

時

問

問

問

設

備

等

の

総

点

輸

ロ

火

災

予

防

飛

行

支

戸

山

一

一

二

。

一
れ
刊
誌
一
パ
パ
刊
誌
い
い
じ
均
一
日
げ
ゆ
い
な
れ
伐
を
い
笠
通
認
め
総
;
鰭
誘
導
的
綴
雑
箪
も
火
事
の
先
消
火
器
禁
に
ご
議
を

待
日
仏
料
品
八
万
四
子
同
門
が
絞
じ
な
っ
て
い
も
ち
ま
し
ょ
う
。
・
稔
検
物
施
設
内
線
中
川
点
検
。
十
月
二

t
五
日
ま
で
で
、
今
年
の
や
沼
教
近
、
消
防
樹
燃
の
お
を
つ
か
っ
て
一

ま
す
0

・
緩
房
副
時
国
併
な
ど
の
縫
い
方
に
い
汎
を
つ
@
火
災
予
仲
間
鶏
勧
銀
同
問
中
的
行
事
地
的
総
務
に
よ
る
火
災
は
十
六
仲
も
あ
総
仕
事
絃
は
波
大
器
の
販
先
に
絞
れ
る
者
い
ま
か
ら
関
門
年
前
内
線
れ
に
h

鈎
棋
院

出

火

内

全

な

制

時

国

は

、

火

合

使

う

器

け

ま

し

チ

ヲ

。

*

十

一

月

二

十

六

日

り

、

一

…

c
c六
平
ち
メ
ー
ト
ル
が
時
え
が
あ
り
ま
す
が
、
州
問
料
開
畿
で
は
泊
先
綾
川
的
小
沢
昭
…
さ
ん
が
斜
臼
絞
殺
の
つ
ラ

開
倒
的
取
扱
い
不
法
梅
林
、
ス
ト
i
ブ
、
が
@
寝
た
ば
こ
、
た
ば
こ
均
投
げ
緯
で
は
午
前
七
時
に
滋
防
護
、
各
八
万
簡
な
ど
ま
し
た
e

終
日
、
立
た
み
が
品
料
開
問
枚
分
の
綴
究
あ
っ
せ
ん
は
し
て
い
ま
サ
パ
の
山
ム
酬
で
お
犯
か
ら
'
に
小
怒
な
党
準
を

ス
レ
ン
ジ
な
ど
め
不
始
末
や
紋
緩
い
前
中
ぜ
っ
た
い
や
め
ま
し
ょ
う
，
で
、
サ

f
レ
ン
、
半
銭
円
吹
鴫
と
打
鍵
燃
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
原
田
自
で
‘
不
審
な
販
売
品
粧
品
鳴
が
来
た
と
き
は
、
v

ま
し
た
η

校一一仰心
wmる
三
河
万

t

絞
殺
隔
た
き
史
的
不
品
開
米
や
不
注
意
に

a'山
出
か
け
る
4

剤
、
議
品
約
に
は
火
的
泳
(
摘
出
自
召
集
鱈
胤
ザ
ー
は
雑
草
の
あ
る
潔
紛
で
、
た
き
火
な
ど
緊
う
誌
に
消
防
殺
に
連
絡
し
て
く
化
祭
、
太
先
役
は
一
一
一
同
地
方
か
ら
く
る
が

よ

る

も

の

で

す

“

を

点

検

し

ま

し

ょ

も

三

消

防

際

的

機

械

器

具

滋

総

点

検

と

先

火

気

め

数

紙

い

不

注

意

に

よ

み

も

の

で

い

c

こ
う
し
た
田
地
震
を
考
え
て
、
火
災
予
・
た
与
式
を
す
る
時
は

J
ホ

バ

ケ

ツ

を

災

予

紡

宣

伝

パ

レ

ー

ド

。

し

た

健
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は

買
こ

で

ぱ

内
芝

市

叫
刊
の
鎮
守
の
神
緩
め

今
臼
は
め
で
た
い
お
ま
つ
り
阪

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ
ド
ン
ヒ
ャ
一
言
7

こ
内
主
語
に
政
郷
的
「
ま
つ
り
し
め
協

年
続
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
か
つ
て

は
茎
家
的
神
凶
品
目

η
や
近
郷
的
布
絵
や

小
交
際
的
寸
ま
つ
り
~
℃
議
を
み
せ
て

い
ま
し
た
包
い
ま
も
残
る
「
脳
波
綴
」

は
夜
間
神
血
市
内
伝
統
J
V
…
戦
最
L
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
ω

沼
向
与
つ
め
白
井
前
町
窓
械
的
神
楽
は

ド
総
地
方
で
も
っ
と
も
お
銭
ち
を
伝
え

る
と
い
わ
れ
‘
嶋
崎
郡
か
ら
結
え
ら
れ
た

と
容
れ
ま
す
。
郎
防
問
削
減
抑
協
の
神
楽
は

八
千
代
中
市
内
村
上
か
ら
伝
わ
っ
た
と
も

比
一
円
か
ら
い
部
承
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
憲
一
報
・
泌
総
め
神
犠
と
も
印
四
幅
“

手
間
料
約
際
ら
れ
た
地
域
に
分
和
し
絞
ら

れ
て
い
る
鳥
見
神
社
い
い
務
納
さ
れ
て
い

る
二
と
も
興
味
あ
る
点
、
で
す
。
協
中
関
前
例

制
慨
締
約
神
難
詰
江
戸
初
開
明
か
ら
続
い
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
抑
制
機
市
的
高
線
に
い
悶

え
ら
れ
と
と
い
わ
れ
ま
す
c

様
相
峨
・
減

収
州
・
塚
略
の
神
様
は
い
ず
れ
も
「
十
一
…

山
部
神
楽
い
の
ス
タ
イ
ル
で
、
神
絞
め
氏

1
?
の
後
潟
に
よ
っ
て
縦
棋
き
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
め
神
楽
町
誕
絞
め
闘

、
:

i

'

}

{
額
鞍
}
¢

0
0
0
A
V

・
・

;
J
E
-
-
一、、
z
l
i
?

中
小
企
業
の

。

。

結

成

へ

参

加

を

さ

昆

E
1
E

人
口
が
増
い
端
的
一
織
を
た
ど
る
中
ぐ
凶
行
政
に
対
し
て
き
ま
さ
ま
な
寝
吋
鳴
を
商
工
総
〈
内
錦
町
五
(U
五

一

、

時

談

議

・

1
1
a
d
Jま
f
g
t

市
反
朝
間
ぷ
的
手
、
、
ユ
ニ
ケ
!
シ
4
4
d

ン
と
築
総
し
う
る
窓
口
に
な
る
と
問
問
時
じ
、
(
内
総
送
。
一
ニ
)
中
送
金
約
皮
は
電
機
的
制
度
で
小
宮
余

協
力
総
出
聞
を
深
め
る
も
い
と
が
、
朝
関
税
あ
行
政
と
協
力
し
、
仲
は
み
よ
い
地
域
社
会

1
1
i
1
1
1
1
1
i
l
l
1
1
1
1

で
あ
る
τ
ヲ
え
、
い
ざ
と
い
、
ヲ
レ
，
援
に
巡

る
新
し
い
、
あ
び
こ
の
街
づ
く
り
…
が
の
彩
戒
を
自
ぎ

L
て

員

棟

約

か

修

行

動

力

臨

糊

し

た

従

業

員

へ

篠

撲

に

議

機

会

が

支

蓄

と

な

っ

て

い

ま

す

。
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を

も

っ
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瀦

接

技

衝

払

わ

れ

る

等

、

議

双

方

土

産

い
い
…
い
い
わ
れ
れ
い
九
九
日
持
川
町
村
計
円
引
い
十
M
M

講
習
会
門
射
し
れ
誌
は
一
円
、
空
重
と
警
は
差
草
案

手
、
そ
の
一
様
と
し
て
当
社
支
抗
議
総
営
内
実
を
は
か
つ
て
い
く
ω

千
葉
線
機
械
金
総
試
験
場
で
は
、
機
ぜ
か
と
裂
く
だ
さ
い
。
す
。

議
」
結
絞
め
た
め
の
助
成
総
澄
が
あ
り
同
背
牧
草
会
羽
織
の
綴
織
と
跡
的
動
的
意
義
内
問
阿
波
企
業
的
技
術
向
上
的
た
め
議
習

V
特
怠

mw南
囲
内
総
縦
で
す
か
ら
、
安
後
間
的
外
出
は
、
滋
転
者
に
よ
く
絞

ま

寸

。

を

よ

り

多

〈

的

人

に

緩

解

し

て

も

ら

い

、

A

誌

を

間

開

催

し

ま

す

砲

金

、

確

皆

目

i

ゆ
滋
絞
金
に
は
湿
の
総
助
、
え
る
よ
う
に
明
る
い
色
丹
総
務
は
し
ま

今
後
町
市
を
に
す
え
若
い
カ
と
終
経
銭
円
拡
大
と
問
時
に
内
祝
仰
の
品
ネ
ル

V
封
議
議
機
接
作
業
育
捌
暗
殺
、
絵
討
が
つ
品
ま
す
a
③
一
従
粂
療
の
ど
め
の
H
憎
し
よ
う
@

知
を
持
議
L
、
活
気
あ
る
糾
問
ヴ
〈
け
に

M4iを
W
問

め

る

。

技

術

数

、

検

査

技

絞

殺

利

療

生

施

J

誌
を
絞
絞
寸
る
議
会
的
資
念
内
回
転
車
や
事
的
ラ
イ
ト
は
、
い
つ
も

綾
欲
あ
る
半
月
討
率
的
出
淡
を
山
期
待
し
て
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

V
R時
十
…
一
時
川
口
一
g
(本
〉
午
機
九
を
依
訓
刊
で
倹
け
ら
れ
ま
す
ロ

ω掛
金
は
き
ち
ん
と
ぷ
輸
し
て
さ
れ
い
に
し
て
お

尚

一

い

ま

す

a

す

。

時

三

十

分

か

ら

午

後

限

時

双

十

分

ま

で

法

人

的

場

合

は

抜

念

、

徽

人

企

業

向

鳴

き

ま

し

ょ

う

。

ラ

イ

ト

が

よ

こ

れ

て

い

H
H

・0融
問
叫
叫
ん
ま
宮
磁
的
役
綴
銭
安
加
賀
絡

V
会
場
予
濃
燥
機
償
金
属
試
験
場
議
舎
は
必
袋
綴
綬
と
し
て
銭
わ
れ
ま
す
。
る
と
、
明
る
替
が
お
ち
て
し
ま
い
ま
す
お

3

一
村
各
持
行
事
に
縦
機
的
に
事
加
し
い
付
事
事
内
で
燃
物
納
・
翻
工
業
な
ど
肉
刷
業
堂
〈
ヂ
銭
前
…
犬
山
日
前
向
こ
り
ふ
ハ
〉

V
M閥
会
せ
中
小
企
業
謀
総
余
共
済
事
ゆ
ゆ
か
た
倒
的
夜
は
、
機
弾
が
議
い
う
え

山
一
を
成
功
然
、
せ
る
c

を
殺
や
五
十
歳
未
持
病
的
持
品
欲
的
あ
る
男

V
後

一

続

料

無

料

品

識

開

問

(

中

選

後

〉

紋

総

裁

に

酷

ベ

曲

が

ス

リ

y
ブ
L
や
す
く
な
っ
て

一
川
さ
ま
ざ
ま
な
ヤ
級
機
会
を
設
定
し
司
立

V
テ
キ
ス
ト
代
…
一
千
一
-
-
一
鳥
肉
官
。
ぷ

i
m問一一一六
i
o
…
近
頃
い
る
内
で
‘
ふ
だ
ん
よ
ワ
ス

V
M
lド
を

一
特
に
地
内
域
社
会
的
判
長
を
深
め
る
u

⑤
酷
h

航
機
鍍

V
チ

i
v
①
宜
向
説
明
力
総
合
築
地
工

i
l
j
s
i
l
l
i
-
-
i
l
l
i
vか
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
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一
切
れ
料
品
は
け
い
u
i
(臨
時
特
訓
ド
わ
わ
れ
は
お
い
問
符
れ
わ
れ
Vω

ゴ
ヴ
・
夜
間
の
交
通

喜

一

期

す

る
ω

・

し

て

示

万

円

一

塁

手

八

五

事

故

防

止

円
J
…
川
被
出
船
窪
動
的
疑
問
槻
と
緑
地
保
全
議
齢
制
。
申
込
先

V
申

込

方

法

千

葉

県

機

械

金

綴

試

験

周

a

a

-

-
4
一
を
一
展
開
す
る
G

同
リ
ー
ダ
ー
の
跡
地
せ
ん
を
常
的
、
例
入
場
常
心
四
七
一
一
!
滋
…
…
一
一
一

C
一
す
っ
か
り
夜
町
時
燃
が
後
く
な
り
ま

p
a
p
-
N
絞
臓
に
践
す
る
羽
織
を
持
続
し
、
仲
間
ま
た
は
タ
ル
ブ
で
駒
込
ん
で
く
だ
さ
十
一
月
二
今
九
日
ま
で
に
申
込
，
ん
で
し
た
が
、
後
燃
の
笠
通
事
故
は
火
事
故

島
剤
一
一
民
へ
の
協
カ
を
手
h

に

珂

び

か

け

る

。

い

ロ

く

だ

患

い

a

に

な

り

が

ち

で

す

。

青
壮
年
会
議

弘
幻
引
こ

'
t

ヴ時

グ
郷
土
か
ぐ
ら
。
よ
演
に

せ
て

し
く
解
説
す
る
テ
レ
ビ
番
組
?
〆
イ
つ

の
く
ら
し
と
緩
金
し
を
、
何
時
同
瑚
土
隠
E

伊
司
令
州
間
十
時
十
五
分
か
ら
十
時
一
一
一
十
骨
求

で
7
ジ
デ
レ
ピ
で
欽
暁
寸
る
こ
と
に
な

リ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
ら

メ
イ
コ
の

く
ら
し
と
税
金

財
税
庁
管
は
家
協
一
丹
、
i

応
酬
州
向
け
に
、

絞
め
知
識
や
続
金
的
佼
わ
れ
ガ
を
や
也
、

77 

火
事
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
懸
か
ら
絞
り
ま
す
。
冬
奇
越
線
慾
人
摘
す
ま
で
そ
の
場
企
絞
れ
な
廓
十
一
向
丹
二
十
七
日
火
災
的
発
生
を
未
然
に
時
間
ぐ
た
め
、

す
た
め
の
必
縁
結
聞
と
な
っ
た
綾
部
崎
務
具
も
、
縫
い
方
を
ま
ち
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
ま
た
緩
め
あ
移
動
タ
ン
ク
防
総
帥
路
上
立
入
検
議
後
例
に
よ
り
検
事
的
僕
滅
に
つ
と
め
て

が
え
た
号
、
火
の
元
を
し
ヲ
か
り
国
時
総
し
な
い
と
火
宙
惜
の
絞
る
時
は
ぜ
っ
た
い
た
き
究
を
L
奇

い

よ

〔

間

関

噛

嶋

中

ハ

惨

禍

棉

〉

い

ま

ナ

a

*
十
一
汗
二
十
七

nn
・
…
…
十
八
口

n

v

m
合
せ

僚
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど
を
使
い
始

-
幼
児
‘
紙
人
は
二
階
に
一
斑
綬
ψ
る
的
。
学
校
・
事
議
所
な
ど
の
消
防
職
採
に
・
殺
四
時
子
地
陵
情
初
審
借
入
問
!
の

め
る
鋳
は
必
ず
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

は

線

け

ま

し

ょ

う

@

よ

る

立

入

検

査

E

…
…
九
、
つ
く
し
齢
制
泌
総
所
官
八
開
閉
!

こ
の
火
災
予
仲
間
滋
臨
聞
は
、
火
災
が
多
〈
起
る
象
餓
と
な
り
、
-
一
人
ぐ
ら
し
的
老
人
に
は
隣
近
婦
で

G
念
倹
物
施
設
〈
称
動
タ
ン
ク
貯
臨
時
街
、
一
一
六
一
一
一
。

務
民
の
袋
容
ん
一
人
一
人
が
火
事
的
草
花
余
を
綾
城
識
し
よ
う
と
時
間
史
的
協
力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
綴
外
タ
ン
ク
貯
畿
一
期
)
立
入
検
事
咋
・
湖
北
地
区
湖
北
山
山
知
取
税
控
八
八
4
9

い

う

録

的

で

行

わ

れ

ま

す

。
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場
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線

蜘
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一
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一
一
一
七

今
年
は
十
月
一
一
十
五
日
ま
で
で
、
市
此
開
運
動
燃
問
問
中
は
も
ち
ろ
ん
、
、
山
口
ん
・
夜
間
閥
的
お
け
る
綴
火
管
療
の
激
化
a
*
十
…
月
一
札
十
日
・
和
総
帥
制
限
布
佐
山
山
犠
所
岱
八
九
i

内
向
火
災
件
数
は
三
十
六
件
と
八
誌
に
か
ら
衣
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
i
ょ
う
6

6

捕

時

問

問

問

設

備

等

の

総

点

輸

ロ

火

災

予

防

飛

行

支

戸

山

一

一

二

。

一
れ
刊
誌
一
パ
パ
刊
誌
い
い
じ
均
一
日
げ
ゆ
い
な
れ
伐
を
い
笠
通
認
め
総
;
鰭
誘
導
的
綴
雑
箪
も
火
事
の
先
消
火
器
禁
に
ご
議
を

待
日
仏
料
品
八
万
四
子
同
門
が
絞
じ
な
っ
て
い
も
ち
ま
し
ょ
う
。
・
稔
検
物
施
設
内
線
中
川
点
検
。
十
月
二

t
五
日
ま
で
で
、
今
年
の
や
沼
教
近
、
消
防
樹
燃
の
お
を
つ
か
っ
て
一

ま
す
0

・
緩
房
副
時
国
併
な
ど
の
縫
い
方
に
い
汎
を
つ
@
火
災
予
仲
間
鶏
勧
銀
同
問
中
的
行
事
地
的
総
務
に
よ
る
火
災
は
十
六
仲
も
あ
総
仕
事
絃
は
波
大
器
の
販
先
に
絞
れ
る
者
い
ま
か
ら
関
門
年
前
内
線
れ
に
h

鈎
棋
院

出

火

内

全

な

制

時

国

は

、

火

合

使

う

器

け

ま

し

チ

ヲ

。
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十

一

月

二

十

六

日

り

、

一

…

c
c六
平
ち
メ
ー
ト
ル
が
時
え
が
あ
り
ま
す
が
、
州
問
料
開
畿
で
は
泊
先
綾
川
的
小
沢
昭
…
さ
ん
が
斜
臼
絞
殺
の
つ
ラ

開
倒
的
取
扱
い
不
法
梅
林
、
ス
ト
i
ブ
、
が
@
寝
た
ば
こ
、
た
ば
こ
均
投
げ
緯
で
は
午
前
七
時
に
滋
防
護
、
各
八
万
簡
な
ど
ま
し
た
e

終
日
、
立
た
み
が
品
料
開
問
枚
分
の
綴
究
あ
っ
せ
ん
は
し
て
い
ま
サ
パ
の
山
ム
酬
で
お
犯
か
ら
'
に
小
怒
な
党
準
を

ス
レ
ン
ジ
な
ど
め
不
始
末
や
紋
緩
い
前
中
ぜ
っ
た
い
や
め
ま
し
ょ
う
，
で
、
サ

f
レ
ン
、
半
銭
円
吹
鴫
と
打
鍵
燃
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
原
田
自
で
‘
不
審
な
販
売
品
粧
品
鳴
が
来
た
と
き
は
、
v

ま
し
た
η

校一一仰心
wmる
三
河
万

t

絞
殺
隔
た
き
史
的
不
品
開
米
や
不
注
意
に

a'山
出
か
け
る
4

剤
、
議
品
約
に
は
火
的
泳
(
摘
出
自
召
集
鱈
胤
ザ
ー
は
雑
草
の
あ
る
潔
紛
で
、
た
き
火
な
ど
緊
う
誌
に
消
防
殺
に
連
絡
し
て
く
化
祭
、
太
先
役
は
一
一
一
同
地
方
か
ら
く
る
が

よ

る

も

の

で

す

“

を

点

検

し

ま

し

ょ

も
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防
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械

器
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滋

総
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と

先

火

気
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数

紙

い
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注

意

に
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み

も

の

で

い
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こ
う
し
た
田
地
震
を
考
え
て
、
火
災
予
・
た
与
式
を
す
る
時
は
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は

買
こ

で

ぱ

内
芝

市

叫
刊
の
鎮
守
の
神
緩
め

今
臼
は
め
で
た
い
お
ま
つ
り
阪

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ
ド
ン
ヒ
ャ
一
言
7

こ
内
主
語
に
政
郷
的
「
ま
つ
り
し
め
協

年
続
か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
か
つ
て

は
茎
家
的
神
凶
品
目

η
や
近
郷
的
布
絵
や

小
交
際
的
寸
ま
つ
り
~
℃
議
を
み
せ
て

い
ま
し
た
包
い
ま
も
残
る
「
脳
波
綴
」

は
夜
間
神
血
市
内
伝
統
J
V
…
戦
最
L
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
ω

沼
向
与
つ
め
白
井
前
町
窓
械
的
神
楽
は

ド
総
地
方
で
も
っ
と
も
お
銭
ち
を
伝
え

る
と
い
わ
れ
‘
嶋
崎
郡
か
ら
結
え
ら
れ
た

と
容
れ
ま
す
。
郎
防
問
削
減
抑
協
の
神
楽
は

八
千
代
中
市
内
村
上
か
ら
伝
わ
っ
た
と
も

比
一
円
か
ら
い
部
承
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
憲
一
報
・
泌
総
め
神
犠
と
も
印
四
幅
“

手
間
料
約
際
ら
れ
た
地
域
に
分
和
し
絞
ら

れ
て
い
る
鳥
見
神
社
い
い
務
納
さ
れ
て
い

る
二
と
も
興
味
あ
る
点
、
で
す
。
協
中
関
前
例

制
慨
締
約
神
難
詰
江
戸
初
開
明
か
ら
続
い
て

い
て
、
そ
こ
か
ら
抑
制
機
市
的
高
線
に
い
悶

え
ら
れ
と
と
い
わ
れ
ま
す
c

様
相
峨
・
減

収
州
・
塚
略
の
神
様
は
い
ず
れ
も
「
十
一
…

山
部
神
楽
い
の
ス
タ
イ
ル
で
、
神
絞
め
氏
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?
の
後
潟
に
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っ
て
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